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２．対応状況（時系列）１．事故概要

• 発生日時：令和８年１月９日（金）１１時００分頃

• 発生場所：市道河渡松崎線（新潟市東区太平４丁目）

• 陥没状況：幅５ｍ、長さ５ｍ、深さ３．５ｍ

• 被害状況：トラック（後輪の損傷）

運転手 （腰の打撲）

• 影 響：道路通行止め、約７千世帯に下水道使用の

自粛を１９時に要請

（いずれも翌朝７時までに解除）

• １１時００分：警察からの連絡を受信 → 道路通行止め
• １３時３０分：下水道管路の土砂堆積を確認
• １６時００分：掘削作業開始
• １７時５０分：下水道管路の損傷箇所を確認
• ２１時００分：掘削作業完了 → 仮設管設置作業開始

１月９日(金）

• ３時００分：仮設管設置完了 → 埋戻し作業開始

• ６時００分：埋戻し作業完了 → 舗装復旧作業開始
• ６時３０分：下水道使用の自粛要請解除
• ７時００分：舗装復旧完了、通行止め解除

１月１０日(土）
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3．道路陥没状況

下水道管路の腐食により管上部が損傷し、管内に土砂が流入したことで道路陥没が発生。

土砂

管損傷箇所
⻑さ0.9m
幅 1.35m

マンホール マンホール

物見山中継ポンプ場
からの流入管
ダクタイル鋳鉄管
φ0.35m

深さ
3.5m

区間延⻑ 約30m

損傷箇所

＜下水道管損傷状況＞

＜道路陥没発生＞

道路陥没
⻑さ5m
幅 5m

東区太平４丁目地内で発生した下水道管路の損傷に起因する道路陥没事故について

コンクリート管
φ1.35m 汚水の流れ



４．応急措置状況

損傷した管内の土砂撤去後、仮設管を設置して汚水の流れを確保。
その後、陥没箇所を埋戻し、通行止め及び下水道使用の自粛要請を解除。

３

コンクリート管
φ1.35m

マンホール マンホール
塩ビ管φ0.45m

仮設管

3m

＜応急措置完了＞

＜下水道の応急措置状況＞

仮設管
土のうなどで閉塞

物見山中継ポンプ場
からの流入管
ダクタイル鋳鉄管
φ0.35m
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土砂で埋戻し

汚水の流れ



５．事故原因
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下水道管路の老朽化（昭和５６年布設）に加えて、下水から発生した硫化水素とコンクリートが反応し腐食したもの
と想定。

【当該管路の点検調査履歴】

・令和元年度：耐震化検討調査で腐食を確認

・令和３年度：法定点検で腐食を確認

・令和５年度：修繕改築計画を策定

・令和７年度：耐震化の詳細設計を実施

・令和８年度：改築工事を予定

※法定点検：下水道法に基づき、腐食しやすい環境下の管路については

５年に１回以上の点検が定められている。
＜令和３年度 法定点検時の腐食状況＞

東区太平４丁目地内で発生した下水道管路の損傷に起因する道路陥没事故について



６．今後の対応
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東区太平４丁目地内で発生した下水道管路の損傷に起因する道路陥没事故について

（１）陥没箇所から下流マンホールまでの管路（延長約３０ｍ）

① 緊急調査の実施（応急措置後、ＴＶカメラ調査を先行実施）（完了）

② 応急対策工事の実施（令和８年３月末までに実施予定）

・本復旧完了までの間、毎日の巡視により路面の変状の有無を確認し、

定期的に管路内の安全確認を行う。

・既設管路の内側に新たに仮設管を設置するなど、道路陥没を防止する

ための応急対策工事を実施する。

③ 本復旧工事の実施（令和９年３月末までに完了予定）

・新しい管に布設替えする。

（２）陥没箇所から下流の流域下水道接続点までの管路（延長約１．５ｋｍ）

緊急調査の実施（管内調査・路面下空洞調査）（完了）

・管内調査の結果、下水道管に腐食のある箇所が確認されたため腐食状況に応じた対策を行う。

・路面下空洞調査で確認した陥没のおそれがある１箇所を試掘し、路面下２０ｃｍの位置に

空洞(長さ２０ｃｍ×幅２０ｃｍ×深さ１５ｃｍ）を確認し、埋め戻し及び路面復旧を行った。

・管路調査の結果、直ちに道路陥没に直結する管路内の大きな異常はありませんでしたが、その他確認された

軽微な異常箇所については、状況に応じた修繕を行う。

（３）市内同様箇所の管路（延長約１．８ｋｍ）

・緊急調査の実施（管内調査)

・調査対象：硫化水素による腐食のおそれがある管路等

（１，２８５箇所のうち内径２ｍ未満で整備後２５年以上経過したコンクリート管）

・調査期間：令和８年３月末（予定）

陥没箇所 下流マンホール 流域下水道接続点

約３０ｍ
約１．５ｋｍ

（概略図）

汚水の流れ
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(参考）下水道管路の点検調査

■全国特別重点調査
・点検対象：約３５ｋｍ

内径２ｍ以上かつ１９９４年以前（３０年経過）に設置・改築された管路。
うち八潮市の道路陥没現場と類似の構造・状況など、約０．８２ｋｍを
優先的に調査を実施。

・期間：令和７年３月～令和８年２月末（予定）

【進捗状況（令和８年１月末時点）】
・点検対象約３５ｋｍの潜行目視完了。
・引き続き空洞調査・解析を実施。
・２月末までに完了予定。

東区太平４丁目地内で発生した下水道管路の損傷に起因する道路陥没事故について

潜行目視調査状況

浸入水 破損

・埼玉県八潮市で発生した下水道に起因する道路陥没を受け、下水道管路の点検を実施
・今回の東区太平４丁目地内の陥没箇所は、市独自の緊急点検、全国重点特別調査のいずれも対象外

■市独自の緊急点検
・点検対象：約３．２ｋｍ

内径２ｍ以上で整備後２５年以上経過し、汚水が流入する未対策の
コンクリート管。

・期間：令和７年２月～４月末

【進捗状況（令和８年１月末時点）】
・道路下に空洞の可能性がある２１箇所を抽出。
・１３箇所で開削調査実施。うち８箇所で小規模な空洞を確認。

即日、埋戻した上で路面復旧。
・残る８箇所（２１－１３）は令和８年３月末までに実施予定。

開削調査状況


